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●
醸

〓瞥
ぎ

，
一　
■
・　
・

白
子
町
役
場
か
ら
剃
金
西
区
を
通
る
道
路

の
東
約

二
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
南
北
に
か
ま
ば
こ
型
の

塚
が
横
た
わ

っ
て
い
る
。
以
前
は
、
松
林
に
お
お
わ
れ

て
い
て
、
古
墳

の
よ
う
に
見
え
て
い
た
。
東
北
の
隅
に

祠

が
あ

っ
た
が
、
今
は
、
祠
は
朽
ち
果
て
て
、
雑
木
に

お
お
わ
れ
て
い
る
。

上
総
国
剃
金
村
誌
に
よ
る
と
、
「村
の
中
央
に
墳
墓

が
あ
る
。
字
鎌
田
と
い
う
。
周
囲
五
十
間
、
南
北
十
五

間
、
東
西
十
間
あ
り
、
里
見
義
弘
の
臣
で
あ
る
鎌
田
兵

衛
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
．
弘
化
年
中
よ
り
墓
参
り
の
人

多
く
、
い
ま
な
お
、
墓
参
り
す
る
人
が
あ
る
。
但
言
に

こ
れ
を
里
見
四
十
八
士
の

一
な
り
と
い
う
」
と
あ
る
．

里
見
義
弘
の
家
臣
の
鎌
田
兵
衛
が
何
故
、
剃
金
の
地

に
来
た
の
か
を
推
測
す
る
と
、
永
禄
七
年

二

五
七
三
）

第
二
国
府
台
の
戦
い
で
、
兵
衛
も
奮
戦
し
た
が
、
敗
れ

て
家
臣
団
か
ら
脱
落
し
て
落
ち
武
者
と
な
り
、
東
海
の

辺
境
地
剃
金
に
到
来
し
、
こ
こ
を
最
期
地
と
し
て
没
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注
　
　
釈

・
促
言
～
俗
間
で
使
わ
れ
る
言
葉
。
ま
た
，
土
地
の
な
ま
り
言
葉
。

参
考
資
料

・
ふ
る
さ
と
の
歴
史
～
白
子
の
群
像
～
　
千
秋
社
　
牧
野
　
誠

一

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
日
発
行

・
白
子
町
の
文
化
財
　
白
子
町
教
育
委
員
会
　
平
成
八
年
三
月
発
行

鎌日の御塚山
剃金字鎌田
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第 39号白  子文 化  の

警   ・

令和 6年 3月 29日

褥

姜
鰈
　
『雉
紆
饒
麒
躁
ぎ
燿
翌

ダ
ン
ト
バ
彦
罐
置
鷺
ン
ス
一

は
Ｍ
Ｌ
颯
Ｌ
な
ダ
≫
飩
鎮

（Ｉ
　
鰈
｝

ア
ツ
プ
タ
ウ
ン
フ
ア
ン
ク
他
十
曲

（プ
購
フ
ィ
ー
ル
）

茂
原
北
陵
高
校
ダ
ン
ス
部
は
、
１

つ

の
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
多
く
の

ダ
ン
ス
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
目
標
に

日
々
活
動
し
て
い
る
。

部
員
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
初
心
者
だ
が
、

作
品
は
全
て
自
分
た
ち
で
作

っ
て
い

る
。
時
に
は
、
作
品
に
合
わ
せ
衣
装
を

デ
ザ
イ
ン
、
製
作
す
る
こ
と
も
あ
り
、

ダ
ン
ス
だ
け
で
な
く
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
る
。
作
品
が
形
に
な
っ
た
時
の
達

成
感
と
、
仲
間
と
多
く
の
時
間
を
共
有

し
た
充
実
感
か
ら
部
員
た
ち
は
生
き

生
き
と
し
い
る
。
。
最
近
で
は
、
校
外
の

発
表
会
や
大
会

へ
の
出
場
と
活
動

の

幅
も
広
が

っ
て
い
る
。

☆

【近
年
の
大
会
成
績
】

（）
＞
ヨ
〇
ヽ
一〇
∞
３
　
　
∪
”
３
０
０
　
　
〕
ヽ
一
一
一
　
「
①
ω
ヨ

２
０
け
一〇
３
∞
一＼
一５
計
Φ
ヽ
３
ω
け
一〇
３
∞
一

〇
〇ヨ
ｏ
Φ
計
一計
一〇
う

テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
　
一塁

一位

○
令
和
四
年
度

Ｕ
Ｓ
Ａ
ジ
ャ
パ

ン

エ
弓

〓
宅

部
門

第

一
位

○
令
和
四
年
度

全
国
高
等
学
校

ダ

ン

ス

ド

リ

ル

選

手

権

大

会

ソ
ロ
部
門
三
年
生
　
″塁
二
位

○
令
和
五
年
度

Ｕ
Ｓ
Ａ
ジ

ャ
パ

ン

〓
葛

〓
宅

部
門

第

一
位

○
令
和
五
年
度
関
東
ダ

ン
ス
ド

リ
ル
選

手
権
大
会
　
リ
リ
カ
ル
部
門
第

二
位

○
令
和
五
年
度
　
関
東
ダ

ン
ス
ド
リ
ル

選
手
権
大
会
　
秋
季
大
会

リ
リ
カ
ル
部
門
第
二
位

〓
弓

〓
宅

部
門
第
二
位

ソ
田
部
門
三
年
生
第

一
位

饒
凩
礫

「ほ
鶉
燎
軋
彰
鞣
≪
峨
軋
瘍

警
優ツ
ル
警
鯖
鯰
≫
撃
鬱
卜
蜆

晰
絣
幸
蓼
ア
プ
雉
財
久
颯
予

（繭
　
鰯
）

・き
つ
つ
き
ポ
ル
カ
　
・さ
く
ら
（独
唱
）

・
愛
の
挨
拶
　
・
赤
い
ス
イ
ト
ピ
ー

・
瑠
璃
色
の
地
球
　
・
ト
ル
コ
行
進
曲

（プ
ｙ
ジ
ィ
ー
ル
）

☆
　
神
明
弘
奈

武
蔵
野
音
楽
大
学
卒
業
。
在
学
中
、
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
メ
ン
バ
ー
に
選

出
さ
れ
世
界
初
演
、
日
本
初
演
の
楽
曲
を

含
む
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
演
奏
。
第
二
三
回
ブ

ル
ク

ハ
ル
ト
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
奨

励
賞
、
第
二
〇
回
長
江
杯
国
際
音
楽

コ
ン

ク
ー
ル
第
二
位
、
ま
た
大
学
同
期
生
と
の

フ
ル
ー
ト
デ

ュ
オ
雲
ざ
■
∽
に
て
第

一
八

回
日
本
フ
ル
ー
ト
コ
ン
ヴ

エ
ン
シ
ョ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
部
門
金
賞
な
ど
多
数
入

賞
。
現
在
講
師

・
演
奏
家
と
し
て
地
元
の

演
奏
活
動
を
精
力
的
に
行
い
フ
ル
ー
ト

や
オ
カ
リ
ナ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

，歯

宗
形

彩

洗
足
学
園
音
楽
大
学
卒
業
、
同
大
学
院

修
了
。
　
第
二
四
回
東
京
国
際
芸
術
協
会

新
人
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
準
合
格
。
第
二
回

フ
ラ
ン
ス
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
受

普員
。
フ
ル
ー
ト
を
河
合
知
子
、
中
野
真
理
、

酒
井
秀
明
、
吉
岡
次
郎
、
真
鍋
恵
子
の
諸

氏
に
、
オ
カ
リ
ナ
を
麻
生
圭
子
氏
に
師
事
。

二
〇

一
四
年
に
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
。

二
〇

一
六
年
か
ら
千
葉
県
東
金
市
に

て
宮
本
形

フ
ル
ー
ト
・
オ
カ
リ
ナ
教
室
』

を
開
講
。
ソ
ロ
・
室
内
楽
を
中
心
に
特
に

東
金
市
近
郊
で
演
奏
会
を
行
い
、
プ
ロ
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
エ
キ
ス
ト
ラ
や
中
学

上
昌

校
の
吹
奏
楽
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

☆

片
岡
久
美
子

茂
原
市
出
身

，
在
住
。
国
立
音
楽
大
学

音
楽
教
育
学
科
卒
業
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
の
演
奏
活
動
、
音
楽
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
、

合
唱
指
導
、
シ
ニ
ア
キ
ー
ボ
ー
ド
教
室
な

ど
、
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
ク
ミ
ピ

ア

ノ
教
室
主
宰
。
茂
原
市
音
楽
協
会
副
会
長
。

力強く踊るダンス部員

蝶和 (神明弘奈・宗形彩)

茂原北陵高校ダンス部

コンサー トでの蝶和
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第 39号令和 6年 3月 29日 文 化 の 白 子

ふ
る
さ
と
歴
史
発
見

～
交
通
信
号
機
の
発
明
～

自
井

寅
蔵

大
正
八
年
ご
ろ
、
自
子
町
に
は
自

動
車
が
、
わ
ず
か
数
台
に
過
ぎ
な
か

つ
た
の
に
、
現
在
で
は
、
大
人

一
人

に

一
台
と
行

っ
て
も
良

い
ほ
ど
、
普

及
し
て
い
る
。

大
正
時
代
も
現
在
と
同
様
で
、
交

差
点

の
事
故
を
防
ぎ
、
歩
行
者

の
生

命
を
守
り
、
車

の
ス
ム
ー
ズ
な
往
来

を
維
持
す
る
た
め
の
交
通
信
号
機
の

開
発
は
焦
眉
の
急
と
さ
れ
て
い
た
が
、

容
易
に
出
現
し
な
か

っ
た
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
多
年
の
努
力

と
精
魂
と
を
傾
け
、　
つ
い
に
交
通
信

号
機
を
開
発
し
て

一
躍
日
本

の
交
通

史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
に
、

我
が
自
子
町
驚
出
身

の
自
井
寅
蔵
翁

が
あ
る
。

白
井
翁
は
、
大
多
和
篠
助

の
次
男

で
明
治
三
十
五
年
生
ま
れ
。
大
成
中 白井 寅蔵

学
校
卒
業
後
、
独
学
で
電
気
工
学
を

修
め
た
。
大
正
十
三
年
、
二
十

一
歳

で
警
視
庁
の
警
官
に
採
用
さ
れ
、
や

が
て
交
通
係
と
な

っ
て
、
交
通
難
時

代
を
切
り
抜
け
る
に
は
、
交
通
整
理

の
機
械
化
に
あ
る
こ
と
を
看
破
し
、

以
後
、
お
よ
そ
三
十
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
交
通
技
術

の
研
究
に
没
頭
し

た
。今
日
使
わ
れ
て
い
る
自
動
制
御
装

置
の
信
号
機
が
で
き
る
ま
で
に
は
、

幾
度
か
の
工
夫
改
良
と
交
通
指
導
者

の
努
力
が
あ

っ
た
。

ま
ず
、
大
正
時
代
に
①
警
官
が
手

信
号
と
警
笛
で
、
交
差
点
の
中
央
で

方
向
を
指
示
し
た
り
、
夜
間
は
提
灯

，ァに

ズ

ス
メ
」
、
「ト

マ
レ
」
レ
」書
き

示
し
た
り
し
た
。

次
に
、
②
標
板
型
手
信
号
で
、
「
ス

ス
メ
」
、
「ト

マ
レ
」
と
書

い
た
文
字

板
を
交
差
点

の
中
央
の
柱
の
上
に
セ

ッ
ト
し
、
警
官
が
手
で
動
か
し
た
〓

昭
和
初
年
に
は
、
③
バ
タ
ン
式
整

理
器
が
出
現
し
て
、
「
ス
ス
メ
」
、
「チ

ュ
ゥ
イ
」
、
「
ト

マ
レ
」
の
三
位
の
指

示
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
④
あ
ん
ど
ん
式
整
理
器

の
出
現
．

次
い
で
、
⑤
米
国
製
中
央
柱
式
色

灯
が
輸
入
さ
れ
、
自
動
制
御
装
置
が

施
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昭
和
七
年

東
京
州
崎
交
差
点
で
白
井
寅
蔵
氏
考

案

の
重
複
三
位
式
交
通
整
理
器

（特

許
四
五
六
四
五
）
が
試
験
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
同
年
七
月
か
ら
国
産
第

一

号
側
柱
式
横
型
色
灯
三
位
式
と
し
て

警
視
庁
に
採
用
さ
れ
、
や
が
て
全
国

の
警
察
に
普
及
し
た
。

昭
和
三
年
以
来
、
翁
の
悲
願
の
信

号
機
は
六
カ
年
余
に
し
て
当
初
の
開

発
を
見
た
が
、
翁
は
こ
れ
を
契
機
と

し
て
、
電
車
道

の
自
動
踏
切
制
御
装

置
、
踏
切
自
動
横
断
機
、
空
襲
警
報

伝
達
信
号
機
及
び
ペ
イ
ン
ト
塗
装
区

画
線
な
ど
、
特
許
権
七

つ
と
実
用
新

案
を
次

々
に
創
案
し
た
。
翁
は
、
警

視
庁
退
職
後
も
科
学
警
察
や
交
通
災

害
対
策
に
尽
力
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
、
勤
六
等
旭

日
章

の
勲
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。

翁
に
は
、
多
く
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
が

あ
る
。
警
視
庁
巡
査
に
な

っ
た
当
時
、

犯
人
を
と
ら
え
て
心
を
痛
め
、
そ
の

家
庭
に
仕
送
り
し
た
話
や
、
上
司
に

自
分
の
考
え
た
信
号
方
法
を
使
う
よ

う
に
進
言
し
た
ら
、
「青
二
才
の
分
際

で
生
意
気
だ
」
と
冷
笑
さ
れ
た
こ
と
、

原
庭
警
察
署
勤
務
時
代
、
薄
給
の
身

で
、
自
費
で
信
号
機
を

つ
く
り
、
そ

の
信
号
機
が
警
視
庁
内
外
に
偉
大
な

真
価
が
認
め
ら
れ
、
称
賛
さ
れ
て
も
、

「自
分
の
勤
め
を
忠
実
に
果
た
し
た

ま
で
」
と
言

っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、

翁

の
人
柄
が
し
の
ば
れ
る
。

（参
考
資
料
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

・
白
子
風
土
記

平
成
元
年

三
月

二
十
三
日
発
行

白
子
町

・
白
子
町
の
文
化
財

平
成
八
年

三
月
発
行

白
子
町
教
育
委
員
会

・
ふ
る
さ
と
の
歴
史
　
白
子
の
群
像

昭
和
六
十

二
年

二
月
十
日
発
行

著
者
　
牧
野
誠

一

標板型手信号機

日本初の信号機
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工事の様子 (わたしたちの白子町より)

文 化  の 白 子

郷
土
読
本
第
九
弾

「石
和
田
文
弥
物
語
」

「白
子
の
文
化
財
を
守
る
会
」
で

は
、
平
成
二
十
年
以
来
、
「白
子
中
心

の
郷
土
読
本
」
制
作
に
携
わ

っ
て
き

ま
し
た
。

今
回
完
成
し
た

「
石
和
田
文
弥
物

玉
ど

は
、
①

「板
倉
中
物
語
」
、
②

「俳

匠
前
田
普
羅
」
、
③

「大
多
和
典
四
郎

物
語
」
、
④

「寺
部
頼
助
物
語
」
、
⑤

「第

二
十
四
代
本
村
庄
之
助
物
語
」
、

⑥

「白
子
の
青

ノ
リ
物
語
」
、
⑦

翌
副

田
留
吉
物
語
」
、
③

「片
岡
修
徳
物
語
」

に
次
ぐ
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
第
九
弾
に

あ
た
り
ま
す
。

白
子
町

。
長
生
村
辺
り
の
土
地
は

砂
地
で
、
晴
天
が
十
日
も
続
く
と
す

ぐ
水
不
足
に
な
り
ま
し
た
。
飢
饉
が

起
こ
り
、
浜
宿

・福
島
・
驚
な
ど
で
、

多
く
の
水
争
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。

石
和
田
文
弥
は
、
水
不
足
を
解
消

す
る
た
め
の

「松
潟
用
水
」
建
設
に

尽
力
し
た
人
物
で
す
。
彼
は
、
早
く

か
ら

一
宮
川

の
水
を
自
潟
ま

で
引

く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
わ

り

の
村

々
と
話

し
合

い
を
重
ね
、

「
一
松
外
四
か
村
水
利
組
合
」
を
作

り
、
工
事

の
要
請
を
国
や
県
に
働
き

か
け
ま
し
た
こ
ま
た
、
村
民
大
会
を

開
き
、
村

の
人
々
に
説
明
を
続
け
ま

し
た
。

国
の
許
可
が
下
り
る
と
、
反
対
し

て
い
た
人

々
も
、
組
合
に
入
り
、
工

事
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

工
事
は
、

十

一
月
か
ら
二
月

の
農
閑
期
に
行

わ
れ
、
全
て
手
作
業
で
し
た
。

こ
の
用
水
路

の
完
成
に
よ
り
、
日

照
り

の
年

で
も
作
物
が
実

る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「石
和
田
文
弥
」
は
、
小
学
生
の

社
会
科

の
副
読
本

に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
て
白
子
町
民
に
は
、
是
非
、

知

っ
て
い
た
だ
き
た

い
人
物
で
す
。

研
修
視
察
に
参
加
し
て

横
浜
人
形
の
家
・崎
陽
軒
工
場
見
学

研
修
委
員

猿
田

勇

冬
晴

れ

の
絶

好

の
研
修
視
察

日

和
と
な

つ
た
十
二
月
十
三
日
、
文
化

協
会
加
盟
の
文
化

ニ
バ
能

の
各
サ
ー

ク

ル
の
代
表
者

二
十
八
名
が
生
涯

学
習
バ

ス
に
て
視
察

地

の
横

浜
に

向
か
い
ま
し
た
。
圏
央
道
や
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
の
車
窓
か
ら
は
、
雪
を
纏

つ

た
見
事
な
富
士
山
が

一
行
を
歓
迎

し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地

「横
浜
人
形

の
家
」

は
、
百
力
国
以
上
、　
一
万
点
以
上
の

人
形
を
収
蔵
す
る
施
設
で
す
。
魂
が

入
り
込
ん
で
い
る
よ
う
な
、
す
ぐ
に

で
も
動
き
出

し
そ
う
な
人
形
も
あ

り
、
あ
ま
り
見

つ
め
る
と
少
し
怖

い

気
が
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
人

形
好
き
に
は
堪
ら
な

い
よ
う
な
貴

重
な
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
は
、
近
く
の
ホ
テ
ル
メ
ル
バ

ル
ク
横
浜
で
中
華
定
食
を
頂
き
、
次

の
視
察
先

「崎
陽
軒
横
浜
工
場
」
に

向
か
い
ま
し
た
。

工
場
で
は
、
冷
め
て
も
お
い
し
い

シ

ュ
ウ

マ
イ

の
秘
密

や

シ

ュ
ウ

マ

イ

の
弁
当
が
出
来
る
ま

で
の
説
明

を
受
け
、
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学
し
ま

し
た
。
中

で
も
経
木

の
弁
当
箱

へ
の
箱

詰
め
が
、
見
た
目
も
彩
り
も
よ
く
詰

め
込
む
た
め
全

て
手
作
業

で
迅
速

に
行
わ
れ
て
い
る

の
に
は
驚
き

で

し
た
。
見
学
後
に
出
来
立
て
の
シ

ュ

ウ

マ
イ
が
振
舞
わ
れ
、
崎
陽
軒
グ

ッ

ズ
も
し

つ
か
リ
ゲ

ツ
ト
し
、
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

車
中
で
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
感

想
を
伺
い
ま
し
た
が

「研
修
視
察
だ

と
滅
多
に
行
け
な
い
施
設

・
間
け
な

い
解
説
を
細
部
ま
で
詳
し
く
、
見
せ
、

聞
か
せ
て
頂
け
、
非
常
に
興
味
深
く

感
慨
深
い
も
の
が
有
り
ま
し
た
。
自

身

の
創
作
活
動
に
も
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
機
会
が
有
り
ま
し
た

ら
是
非
と
も
ま
た
参
加
さ
せ
て
頂

き
た
い
。
関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お

世
話
に
な
り
有
り
難
う
御
座

い
ま

し
た
ご

等
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
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石和田文弥

横浜人形の家にて


